













  Since 2006, a TEFL Program has been implemented in the new curriculum in the 
Department of British and American Studies at Kyoto University of Foreign Studies. The 
curriculum includes as many as 13 elective classes related to TEFL, in addition to two manda-
tory English methodology courses required to obtain a teaching certificate. This curriculum 
reform was undertaken because it was strongly believed that two courses could not provide 
enough knowledge and skill training to become an effective English language teacher. The 
courses included in the TEFL program were designed based on language teaching theory, and 
it includes various other considerations. One of the considerations is what current English high 
school teachers expect from a teacher-training curriculum. In order to determine teachers’ 
expectations, a survey was conducted with 255 high school teachers. The results show that 
teachers have two expectations of teacher training programs: improve prospective teachers’ 
English proficiency, especially, speaking and listening skills, and improve the methods of teach-
ing those skills. There were also some slight differences between what junior and senior high 
school teachers expect. For example, junior high school teachers feel that there is a greater 
necessity to follow curriculum guidelines （Gakushu shido youryo）, and they want to know more 
about English language education at the primary level to create more overall consistency, and 
so on. These findings present us with some implications regarding further curriculum reform.
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　これら 3つの目標を達成するために，3つのコア科目群，Language Teaching in Practice，
Issues in TEFL，Professional Development for TEFLを設置した。各コア科目は以下の内容を含
むものである。
Language Teaching in Practice：
   教師としての演習型パフォーマンス・スキルを身につける。模擬授業，演習，研修など
の活動を通して英語教育に特化した言語操作能力を修得する。
Issues in TEFL：
   講義やディスカッション，文献講読などの活動を通して TEFL「外国語としての英語教
授法」の基本的な理論及び関連分野に関する知識を身につける。
rofessional Development for TEFL：
   授業観察や内省，アクション・リサーチなどの活動を通して専門職としての外国語指導
者にとって必要な意識や態度を養う。
43英語教員養成プログラムにおけるカリキュラムについて























































































































































































































































































































































































順位 番号 種別 内　　容 平均値 標準偏差
1 2 a スピーキング 4.77 0.56
2 1 a リスニング 4.75 0.55
3 3 a リーディング 4.74 0.56
4 42 c 4技能を統合した指導法 4.69 0.54
5 4 a ライティング 4.68 0.58
6 38 c リスニング指導法 4.65 0.54
7 33 c 授業展開法（導入から復習まで） 4.64 0.57
8 39 c スピーキング指導法 4.63 0.53
9 36 c 音読指導法 4.62 0.55
10 5 a 文法 4.62 0.65
11 40 c リーディング指導法 4.62 0.53
12 41 c ライティング指導法 4.62 0.52
13 34 c 文法指導法 4.58 0.57
14 7 a 発音 4.55 0.68
15 35 c 語彙指導法 4.55 0.61
48 英語教員養成プログラムにおけるカリキュラムについて
16 43 c コミュニケーション活動のさせ方 4.54 0.65
17 6 a 語彙 4.49 0.71
18 32 c 学習指導案作成 4.48 0.70
19 37 c 発音指導法 4.47 0.61
20 60 d 評価法 4.43 0.65
21 20 b 学習英文法 4.40 0.66
22 56 d テスト作成法 4.37 0.67
23 16 b 評価論 4.37 0.74
24 12 b 各種英語教授法 4.35 0.73
25 15 b テスティング論 4.31 0.69
26 44 c ティーム・ティーチング指導法 4.31 0.74
27 61 d 授業研究法（観察・分析） 4.23 0.70
28 14 b 教材論 4.21 0.73
29 50 d 教材研究法 4.19 0.72
30 47 c 板書の仕方 4.17 0.80
31 11 b 言語習得論 4.16 0.70
32 10 b 学習者論（心理・学習方略など） 4.15 0.78
33 51 d 授業で与える質問作成法 4.14 0.77
34 24 b 英語音声学 4.13 0.78
35 19 b コミュニケーション論
（異文化間コミュニケーション論）
4.13 0.70
36 55 d 教材作成法 4.10 0.78
37 29 b 国際理解教育（異文化理解教育） 4.09 0.75
38 59 d テスト結果の解釈法 4.09 0.79
39 49 d 学習指導要領を活かした授業展開 4.09 0.80
40 58 d テストの改良法 4.02 0.78
41 46 c 視聴覚教具・機器の使い方 3.99 0.87
42 9 b 教師論 3.99 0.84
43 62 d 英語教育実践研究法 3.96 0.80
44 21 b コーパス言語学（語法研究 ) 3.95 0.75
45 48 d 学習指導要領解説 3.94 0.77
46 8 b 外国語教育目的論 3.91 0.79
47 57 d テストの採点法 3.91 0.81
48 53 d 英語語法チェック法 3.91 0.79
49 54 d 教材改編法 3.88 0.76
50 52 d 各種英語辞書活用法 3.86 0.78
51 28 b 小学校英語教育論 3.82 0.90
52 45 c 小学校英語指導法 3.82 0.83
53 17 b カリキュラム論 3.79 0.83
54 18 b 心理言語学
（ことばの知覚・認識・生成のメカニズム研究）
3.78 0.92
55 63 d データ分析法（統計処理・解釈） 3.78 0.75
56 30 b 国際英語 3.69 0.76
57 22 b 認知言語学 3.67 0.73
58 13 b 海外の外国語教育 3.56 0.90
49英語教員養成プログラムにおけるカリキュラムについて
59 23 b 生成文法 3.42 0.86
60 25 b 英米文学 3.35 0.85
61 26 b 脳科学 3.28 0.87
62 31 b 英語教育史 3.27 0.97
63 27 b メディア論 3.14 0.76
　英語力養成系 7項目全てが，実践系の教室内教育活動関係は 16項目中 13項目が上位 30位以
内に入っているが，このことは教育現場でこの 2つの分野が非常に必要とされていることの現れ
であろう。
　一方，同じ実践系でも教室外教育活動関係は 16項目中 4項目しか上位 30位以内に入っていな
いが，平均値として最低の「データ分析法（統計処理・解釈）」でさえ，平均値は 3.78で決して
低い数値ではなく，必要性はある程度は感じられていると言えよう。































－0.01 8026.0 －0.39 0.73
－.025
高 4.76 0.47 なし
2 スピーキング
中 4.77 0.63
－0.01 7927.0 －0.66 0.52
－.042
高 4.78 0.47 なし
3 リーディング
中 4.66 0.67
－0.16 7216.0 －2.29 0.02
－.14
高 4.82 0.42 小
4 ライティング
中 4.61 0.69
－0.15 7254.0 －1.63 0.10
－.10
高 4.76 0.43 小
5 文法
中 4.50 0.75
－0.24 6735.0 －3.03 0.00
－.19
高 4.74 0.51 小
6 語彙
中 4.43 0.80
－0.12 7711.0 －0.93 0.35
－.06
高 4.55 0.60 なし
7 発音
中 4.52 0.73
－0.06 7881.5 －0.61 0.54
－.04
























－0.07 7499.5 －0.59 0.55 
－.04
高 3.95 0.76 なし
9 教師論
中 4.02 0.82
　0.05 7575.0 －0.44 0.67 
－.03




－0.10 7480.5 －0.84 0.40 
－.05
高 4.21 0.77 なし
11 言語習得論
中 4.09 0.70
－0.14 7167.0 －1.45 0.15 
－.09




－0.07 7717.5 －0.76 0.45 
－.05
高 4.39 0.72 なし
13 海外の外国語教育
中 3.60 0.94
　0.08 7619.5 －0.69 0.49 
－.04
高 3.52 0.87 なし
14 教材論
中 4.25 0.75
　0.08 7173.5 －1.23 0.22 
－.087
高 4.17 0.70 なし
15 テスティング論
中 4.29 0.71
－0.05 7818.5 －0.34 0.74 
－.022
高 4.34 0.66 なし
16 評価論
中 4.39 0.78
　0.04 7508.5 －1.16 0.25
－.073
高 4.35 0.68 なし
17 カリキュラム論
中 3.83 0.85
　0.08 7483.5 －0.84 0.41 
－.053






－0.22 6962.0 －1.88 0.06 
－.12






－0.01 7765.5 －0.21 0.84 
－.01
高 4.14 0.65 なし
20 学習英文法
中 4.32 0.67
－0.16 7025.0 －1.86 0.06 
－.12




－0.10 7376.5 －1.17 0.24 
－.07
高 4.01 0.76 なし
22 認知言語学
中 3.64 0.72
－0.07 7390.0 －0.79 0.43
0.50
高 3.71 0.75 なし
23 生成文法
中 3.16 0.82
－0.11 6607.5 －2.45 0.01 
－.15
高 3.27 0.88 小
24 英語音声学
中 4.15 0.71
　0.03 8025.5 －0.06 0.95
－.00
高 4.12 0.85 なし
25 英米文学
中 3.18 0.83
－0.34 6106.5 －3.46 0.00 
－.22
高 3.52 0.84 小
26 脳科学
中 3.21 0.92
－0.15 7585.5 －0.98 0.33 
－.06
高 3.36 0.81 なし
27 メディア論
中 3.09 0.79
－0.11 7523.5 －1.01 0.31 
－.06
高 3.20 0.74 なし
28 小学校英語教育論
中 3.96 0.90
　0.28 6497.0 －2.82 0.01 
－.18




　0.06 7205.0 －1.38 0.17 
－.09
高 4.06 0.65 なし
30 国際英語
中 3.67 0.78
－0.04 7636.0 －0.56 0.58 
－.04
高 3.71 0.74 なし
31 英語教育史
中 3.17 0.94
－0.20 7132.0 －1.67 0.09 
－.11































中 4.59 0.67 
　0.21 6770.0 －2.63 0.01 
－.175
高 4.38 0.73 小
33 授業展開法
（導入から復習まで）
中 4.75 0.49 
　0.20 6753.5 －2.88 0.00 
－.18
高 4.55 0.62 小
34 文法指導法
中 4.56 0.62 
－0.04 8181.0 －0.02 1.000 
－.00
高 4.60 0.51 なし
35 語彙指導法
中 4.53 0.66 
－0.04 8092.0 －0.07 0.95 
－.01
高 4.57 0.56 なし
36 音読指導法
中 4.63 0.55 
　0.01 8015.0 －0.23 0.83 
－.02
高 4.62 0.55 なし
37 発音指導法
中 4.53 0.57 
　0.11 7524.5 －1.27 0.19 
－.08
高 4.42 0.65 なし
38 リスニング指導法
中 4.64 0.53 
－0.03 7855.5 －0.56 0.58
－.04
高 4.67 0.55 なし
39 スピーキング指導法
中 4.65 0.51 
　0.05 7696.0 －0.75 0.46 
－.05
高 4.60 0.55 なし
40 リーディング指導法
中 4.62 0.53 
－0.01 8092.0 －0.07 0.96 
－.01
高 4.63 0.52 なし
41 ライティング指導法
中 4.62 0.52 
　0.00 8071.5 －0.11 0.94 
－.01
高 4.62 0.52 なし
42 4技能を統合した
指導法
中 4.69 0.51 
－0.01 7896.0 －0.36 0.74 
－.02




　0.18 6847.0 －2.41 0.02 
－.15





　0.26 6676.5 －2.60 0.02 
－.16
高 4.18 0.81 小
45 小学校英語指導法
中 4.05 0.82 
　0.47 5411.0 －4.63 0.00 
－.29
高 3.58 0.78 小
46 視聴覚教具・機器の
使い方
中 4.11 0.88 
　0.23 6659.0 －2.57 0.01 
－.16
高 3.88 0.84 小
47 板書の仕方
中 4.27 0.81 
　0.20 6762.0 －2.40 0.02 
－.15
高 4.07 0.78 小



























中 4.13 0.73 
　0.37 6083.5 －3.76 0.00 
－.24
高 3.76 0.77 小
49 学習指導要領を
活かした授業展
中 4.19 0.77 
　0.22 6955.0 －2.13 0.03 
－.13
高 3.98 0.83 小
50 教材研究法
中 4.26 0.70 
　0.14 7268.5 －1.59 0.11 
－.10
高 4.12 0.74 小
51 授業で与える
質問作成法
中 4.10 0.83 
－0.10 7712.5 －0.53 0.60 
－.03
高 4.20 0.68 なし
52 各種英語辞書活用法
中 3.67 0.82 
－0.39 6102.0 －3.77 0.00 
－.24
高 4.06 0.69 小
53 英語語法チェック法
中 3.79 0.81 
－0.25 6639.0 －2.53 0.01 
－.16
高 4.04 0.75 小
54 教材改編法
中 3.86 0.80 
－0.04 7916.5 －0.16 0.88 
－.01
高 3.90 0.72 なし
54 英語教員養成プログラムにおけるカリキュラムについて
55 教材作成法
中 4.19 0.76 
　0.17 7078.5 －1.93 0.05 
－.12
高 4.02 0.79 小
56 テスト作成法
中 4.38 0.71 
　0.00 7959.5 －0.43 0.67 
－.03
高 4.38 0.63 なし
57 テストの採点法
中 3.93 0.85 
　0.03 7784.0 －0.62 0.54 
－.04
高 3.90 0.77 なし
58 テストの改良法
中 4.05 0.82 
　0.05 7775.0 －0.75 0.45 
－.05
高 4.00 0.74 なし
59 テスト結果の解釈法
中 4.08 0.81 
－0.03 8034.0 －0.05 0.96 
－.00
高 4.11 0.77 なし
60 評価法
中 4.48 0.65 
　0.09 7509.0 －1.29 0.20
－.08
高 4.39 0.65 なし
61 授業研究法
（観察・分析）
中 4.20 0.70 
－0.07 7784.5 －0.63 0.53 
－.04
高 4.27 0.69 なし
62 英語教育実践研究法
中 3.92 0.80 
－0.09 7688.0 －0.79 0.43 
－.05
高 4.01 0.79 なし
63 データ分析法
（統計処理・解釈）
中 3.79 0.79 
　0.03 7834.5 －0.54 0.59 
－.03











































































































   本調査にご回答いただいた内容につきましては、授業内容改善以外の目的には使用いたしません。
回答方法：　各項目の必要度の５つの欄のいずれかの番号を○でお囲み下さい。









1 リスニング 5 4 3 2 1
2 スピーキング 5 4 3 2 1
3 リーディング 5 4 3 2 1
4 ライティング 5 4 3 2 1
5 文法 5 4 3 2 1
6 語彙 5 4 3 2 1









8 外国語教育目的論 5 4 3 2 1




5 4 3 2 1
11 言語習得論 5 4 3 2 1
12 各種英語教授法 5 4 3 2 1
13 海外の外国語教育 5 4 3 2 1
14 教材論 5 4 3 2 1
15 テスティング論 5 4 3 2 1
16 評価論 5 4 3 2 1








5 4 3 2 1
20 学習英文法 5 4 3 2 1
21 コーパス言語学(語法) 5 4 3 2 1
22 認知言語学 5 4 3 2 1
23 生成文法 5 4 3 2 1
24 英語音声学 5 4 3 2 1
25 英米文学 5 4 3 2 1
26 脳科学 5 4 3 2 1
27 メディア論 5 4 3 2 1
28 小学校英語教育論 5 4 3 2 1
29 国際理解教育（異文化理解教育） 5 4 3 2 1
30 国際英語 5 4 3 2 1
31 英語教育史 5 4 3 2 1
59英語教員養成プログラムにおけるカリキュラムについて





32 学習指導案作成 5 4 3 2 1
33 授業展開法（導入から復習まで） 5 4 3 2 1
34 文法指導法 5 4 3 2 1
35 語彙指導法 5 4 3 2 1
36 音読指導法 5 4 3 2 1
37 発音指導法 5 4 3 2 1
38 リスニング指導法 5 4 3 2 1
39 スピーキング指導法 5 4 3 2 1
40 リーディング指導法 5 4 3 2 1
41 ライティング指導法 5 4 3 2 1
42 ４技能を統合した指導法 5 4 3 2 1
43 コミュニケーション活動のさせ方 5 4 3 2 1
44 ティーム・ティーチング指導法 5 4 3 2 1
45 小学校英語指導法 5 4 3 2 1
46 視聴覚教具・機器の使い方 5 4 3 2 1
47 板書の仕方 5 4 3 2 1





48 学習指導要領解説 5 4 3 2 1
49 学習指導要領を活かした授業展開 5 4 3 2 1
50 教材研究法 5 4 3 2 1
51 授業で与える質問作成法 5 4 3 2 1
52 各種英語辞書活用法 5 4 3 2 1
53 英語語法チェック法 5 4 3 2 1
54 教材改編法 5 4 3 2 1
55 教材作成法 5 4 3 2 1
56 テスト作成法 5 4 3 2 1
57 テストの採点法 5 4 3 2 1
58 テストの改良法 5 4 3 2 1
59 テスト結果の解釈法 5 4 3 2 1
60 評価法 5 4 3 2 1
61 授業研究法（観察・分析） 5 4 3 2 1
62 英語教育実践研究法 5 4 3 2 1
63 データ分析法(統計処理・解釈） 5 4 3 2 1
64 　その他に、学部での英語教員養成コースの授業で扱う必要があるとお考えのことがございましたら
　お書きください。箇条書きでも文章記述でも結構です。最後に、必要度（５または４）をお書き下さい。
次の①と④については、該当するものを○でお囲み下さい。
①勤務先校種（非常勤先を含む）：　（　　小　　　中　　　高　　　大　　　その他　　）
②教職経験年数：　（　　　　　　　）年（非常勤講師期間を含みます。端数は切り上げしてください。）
③調査結果送付を
（　　希望する　　　　希望しない　　　）
　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
④メール・アドレスをご記入くださった方には、今後、研究会やセミナーの案内をお送りしたします。
　　一斉配信による研究会やセミナーの案内を
（　　希望する　　　　希望しない　　　）
希望される方は上の（　　　　　　　　　）内にアドレスをお書きください。

